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3
月
10
日
、
高
知
県
立
美
術
館
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
第
20
回
高
知
県
介
護
老
人
保
健
施

設
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
催
は
、
高

知
県
介
護
老
人
保
健
施
設
協
議
会
で
、
会
長

は
細
木
秀
美
理
事
長
・
老
人
保
健
施
設
あ
う

ん
高
知
施
設
長
が
務
め
て
い
ま
す
。
当
日
は

あ
い
に
く
の
雨
天
で
し
た
が
、
足
元
の
悪
い

中
、
県
内
の
会
員
施
設
お
よ
び
一
般
参
加
の

皆
様
を
含
め
2
4
0
名
余
り
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　

第
20
回
記
念
大
会
の
テ
ー
マ
は
、『
明
日

へ
の
活
力
に
「
あ
な
た
の
心
を
今
一
度
洗
濯

致
し
申
候
」
〜
福
祉
を
志
し
た
頃
の
気
持
ち

を
大
切
に
〜
』
と
し
、
会
員
職
員
に
対
し
て

は
、
福
祉
を
志
し
た
頃
の
気
持
ち
を
思
い
出

し
、
心
の
デ
ト
ッ
ク
ス
を
図
ろ
う
、
そ
し
て

明
日
か
ら
ま
た
笑
顔
で
利
用
者
さ
ん
に
寄
り

添
っ
て
い
こ
う
と
い
う
願
い
を
込
め
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、一
般
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
は
、

介
護
現
場
へ
の
正
し
い
理
解
に
つ
な
が
る
よ

う
期
待
し
た
内
容
と
し
ま
し
た
。
あ
う
ん
高

知
お
よ
び
関
係
事
業
所
か
ら
20
名
以
上
の
職

員
が
参
加
し
、
受
付
な
ど
の
大
会
運
営
に
も

関
わ
り
ま
し
た
。

　

特
別
講
演
は
、「
こ
の
世
は
み
ん
な
の
花

を
咲
か
せ
に
来
た
と
こ
ろ
」
と
題
し
、
五
台

山
竹
林
寺
の
海
老
塚
和
秀
住
職
か
ら
、
思
い

や
り
や
感
謝
、
気
づ
き
な
ど
、
忙
し
い
日
々

の
中
で
忘
れ
が
ち
な
、
し
か
し
、
一
番
大
切

な
こ
と
を
再
確
認
で
き
る
講
話
を
聴
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
新
人
介
護
職
員

が
認
知
症
利
用
者
と
の
交
流

を
通
し
て
成
長
す
る
映
画

「
ケ
ア
ニ
ン
」
が
上
映
さ
れ

ま
し
た
。
ご
家
族
か
ら
厳
し

い
言
葉
を
投
げ
か
け
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
つ
つ
、戸
惑
い
、

悩
み
な
が
ら
そ
の
利
用
者
の

最
期
を
看
取
る
ス
ト
ー
リ
ー

で
す
。
ケ
ア
ニ
ン
と
は
、
”ケ

ア
を
提
供
す
る
人
“。
介
護

福
祉
士
な
ど
と
い
う
小
難
し

い
資
格
名
よ
り
ず
っ
と
分
か

り
や
す
く
て
い
い
だ
ろ
う
と

い
う
主
人
公
の
上
司
の
言
葉

か
ら
き
て
い
ま
す
。
上
映
会

の
途
中
か
ら
、
会
場
の
あ
ち

ら
こ
ち
ら
か
ら
す
す
り
泣
き

が
聞
こ
え
、
ハ
ン
カ
チ
や
タ
オ
ル
で
顔
を
覆

い
な
が
ら
観
て
い
る
方
が
大
半
で
し
た
。
あ

う
ん
高
知
で
も
多
く
の
看
取
り
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
職
員
か
ら
、「
映

画
の
最
中
に
、
今
ま
で
に
お
世
話
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
い
ろ
い
ろ
な
方
の
お
顔
が
浮
か

び
、
恥
ず
か
し
い
く
ら
い
泣
い
て
し
ま
い
ま

し
た
。
い
の
ち
を
通
し
て
学
ば
せ
て
も
ら
っ

た
こ
と
を
忘
れ
ず
、
明
日
か
ら
ま
た
頑
張
り

ま
す
」
と
感
想
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

高
知
県
内
に
は
、
今
年
4
月
1
日
現
在
で

31
の
介
護
老
人
保
健
施
設
が
あ
り
、
そ
の
う

ち
、
9
割
超
の
28
施
設
が
高
知
県
介
護
老
人

保
健
施
設
協
議
会
の
会
員
施
設
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
協
議
会
は
、
公
益
社
団
法
人
全

国
老
人
保
健
施
設
協
会
と
い
う
全
国
の
介
護

老
人
保
健
施
設
で
組
織
す
る
団
体
の
高
知
県

支
部
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
お
り
、
会
員

施
設
か
ら
の
会
費
で
県
大
会
や
研
修
会
な
ど

を
催
し
、
組
織
化
に
努
め
て
い
ま
す
。
介
護

老
人
保
健
施
設
に
求
め
ら
れ
る
役
割
を
果
た

し
、
災
害
対
策
や
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
の
た

め
、
こ
れ
か
ら
も
情
報
発
信
や
会
員
施
設
の

横
断
的
な
つ
な
が
り
の
形
成
、
自
己
研
鑽
を

継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
の
第
21
回
大
会
は
、
6
月
30
日

に
夜
須
公
民
館
マ
リ
ン
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開

催
す
る
予
定
で
す
。
一
般
参
加
は
無
料
で

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
協
議
会
事
務
局
（
あ

う
ん
高
知
・
小
松
☎
0
8
8
─

8
4
6
─

1
5
1
5
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
あ
う
ん
高
知
副
施
設
長　

小
松
雅
理
）

あうん
高知

第20回
高知県介護老人保健施設大会開催

仁生会のホームページ
https://www.jinseikai.kochi.jp/

細木病院のホームページ
https://hosogi-hospital.jp/

三愛病院のホームページ
http://www.sanai-hospital.jp/top/

開会に際して挨拶する細木秀美高知県介護老人保健施設協議会会長
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こ
の
た
び
、
4
月
1
日
付

で
三
愛
病
院
副
院
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
12
年
に
高
知
大
学
医

学
部
附
属
病
院
よ
り
出
向

し
、
県
立
幡
多
け
ん
み
ん
病

院
、
あ
き
総
合
病
院
と
勤
務

し
た
の
ち
、
平
成
25
年
4
月

に
細
木
病
院
に
着
任
し
ま
し

た
。以
来
ま
だ
6
年
で
す
が
、

総
合
診
療
科
部
長
、
糖
尿
病

セ
ン
タ
ー
長
、
診
療
部
長
、

臨
床
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
責
任

者
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
務

を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
多
く
の
職
員
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
た

く
さ
ん
の
患
者
さ
ん
の
診
療

に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
若
い
研
修
医
の
皆

さ
ん
と
接
し
、
貴
重
な
刺
激

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
充
実

し
た
有
意
義
な
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
細
木
病
院
の
患
者

さ
ん
、
職
員
の
皆
さ
ん
、
同

僚
医
師
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
細
木

病
院
で
は
非
常
勤
に
な
り
ま

す
が
、
今
後
も
外
来
診
療
を

続
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

三
愛
病
院
は
、
細
木
病
院

の
グ
ル
ー
プ
病
院
で
す
。
地

元
地
域
の
皆
さ
ん
の
医
療
、

介
護
、
福
祉
に
貢
献
す
る
こ

と
を
使
命
と
し
て
い
ま
す
。

職
員
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、

チ
ー
ム
と
な
っ
て
取
り
組
み
、

「
三
愛
病
院
に
か
か
っ
て
よ

か
っ
た
」
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
微
力
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

3
月
9
日
、
三
愛
病
院
5

階
会
議
室
に
お
い
て
、
第
2

回
地
域
健
康
セ
ミ
ナ
ー
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
前
回
に
引

き
続
き
、
当
院
泌
尿
器
科
科

長
山
本
志
雄
医
師
が
「
泌
尿

器
科
医
師
に
よ
る
が
ん
の
お

話
」
と
題
し
て
講
演
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
各
専
門
職

に
よ
る
「
よ
ろ
ず
相
談
コ
ー

ナ
ー
」
の
ほ
か
、
無
料
検
査

等
の
実
施
も
あ
り
、
25
名
の

方
に
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

講
演
は
、「
前
立
腺
・
膀

胱
が
ん
の
検
査
法
や
治
療

法
」
を
中
心
に
し
た
も
の

で
、
特
に
、
前
立
腺
が
ん
の

早
期
発
見
に
つ
な
が
る
Ｐ
Ｓ

Ａ
（
前
立
腺
特
異
抗
原
）
検

査
の
意
義
に
つ
い
て
、
先
生

の
経
験
と
デ
ー
タ
を
も
と
に

話
さ
れ
ま
し
た
。
Ｐ
Ｓ
Ａ
検

査
は
、
前
立
腺
が
ん
の
発
見

と
治
療
の
有
効
性
の
判
断
に

有
効
で
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
を
受
け
る

こ
と
で
、
前
立
腺
が
ん
で
命

を
落
と
す
リ
ス
ク
や
、
が
ん

が
転
移
す
る
リ
ス
ク
が
下
が

る
な
ど
の
利
点
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
前

立
腺
が
ん
の
危
険
因
子
の
一

つ
は
「
年
齢
」
で
、
50
歳
を

過
ぎ
る
と
罹
患
率
が
急
激
に

増
加
す
る
た
め
、
50
歳
を
過

ぎ
た
ら
1
年
に
一
度
は
検
査

を
受
け
る
よ
う
推
奨
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
「
抗
男
性
ホ
ル
モ
ン
療
法

は
中
止
し
て
も
い
い
の
で
す

か
？
」
と
の
参
加
者
か
ら
の

質
問
に
対
し
て
、「
中
止
は

し
な
い
方
が
い
い
で
し
ょ

う
、
中
止
す
る
場
合
で
も
Ｐ

Ｓ
Ａ
に
よ
る
経
時
的
な
経
過

観
察
が
必
要
で
す
。
中
止
し

た
時
は
良
好
で
も
、
後
に
前

立
腺
が
ん
が
再
燃
し
た
患
者

さ
ん
を
経
験
し
て
い
ま
す
」

と
、
Ｐ
Ｓ
Ａ
継
続
の
必
要
性

な
ど
を
話
さ
れ
、
参
加
者
は

真
剣
な
表
情
で
聞
き
入
り
、

が
ん
の
早
期
発
見
に
対
す
る

意
識
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

　

講
演
終
了
後
の
相
談
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
食
事
や
お
薬
の

こ
と
な
ど
、
普
段
気
に
な
り

な
が
ら
も
、
気
軽
に
相
談
で

き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
聞

け
て
、
ご
満
足
い
た
だ
け
た

よ
う
で
す
。

　

今
回
は
、
男
性
参
加
者
に

は
無
料
で
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
を
、

女
性
に
は
エ
コ
ー
検
査
を
先

着
10
名
ま
で
実
施
し
、
ど
ち

ら
も
好
評
で
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
セ
ミ

ナ
ー
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い

と
の
ご
意
見
を
た
く
さ
ん
い

た
だ
き
ま
し
た
。
次
回
も
皆

様
か
ら
の
ご
意
見
を
も
と
に

検
討
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
医
事
課
副
部
長

大
藤
幸
一　

 

医
療
相
談
室
主
任澤

田
恵
里
）

細木病院グループは、国の次世代育成支援一般事業主認定と
高知県次世代育成支援企業の認証を受けています。

中
村
寿
宏 

三
愛
病
院
副
院
長 

就
任
挨
拶

三愛病院

中
なか むら

村 寿
とし ひろ

宏
副院長

糖尿病、生活習慣病を
主に診療している。
日本内科学会総合内科
専門医・指導医、日本
糖尿病学会糖尿病専門
医・研修指導医、日本
腎臓学会腎臓専門医、
総合診療領域特任指導
医、臨床研修指導医、
医学博士、高知大学医
学部臨床教授

第
2
回
地
域
健
康
セ
ミ
ナ
ー
開
催
！

　
　
　〜
泌
尿
器
科
医
師
に
よ
る
が
ん
の
お
話
〜

三愛病院
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和61年に父が急逝
してからもう34年

になる。最近、ある人か
ら、県庁に昔の個人の公
的な歴史が残っている、
という話を聞いた。そこ
で調べてみると、父は、
昭和18年に召集されて
陸軍の軍医として入隊。

激戦の地、ビルマの戦線に3年近くもの間、
送られていた事実が記されていた。父は、昭
和15年3月に名古屋帝国大学医学部を卒業時、
配属将校の教練検定に合格していた。卒業後、
帰省してすぐに母と結婚して、高知市内の病
院（当時の楠病院、後の西内病院で、今はない）
に勤務していたが、その後、高知県の山間の
高岡郡越知町で内科医院を開業した。結構、
患者さんには人気があったらしい。しかし、
昭和17年7月10日、教育召集を受け、香川
県善通寺市の歩兵第112連隊の補充隊に応酬
され、第3機関銃中隊の衛生兵に配属される。
8月8日、善通寺陸軍病院（今のこどもと大
人の医療センター）に転属となり、10月7日、
教育期間を満了して、召集解除されている。
父の残した日記には、この教育期間中に、高
知市の島本茂太郎先生（島本病院創設者）と
一緒だったと書かれている。しかし、間もな
く12月16日、陸軍予備員候補者として召集
され、善通寺陸軍病院に衛生伍長として入隊
し、12月26日退営していた。昭和18年5月5
日、歩兵第144連隊に臨時召集され、144連
隊付き軍医少尉となる。9月14日、当時、海
外への出兵の一大軍港だった九州の門司港よ
り輸送船にて日本を離れ一路南下し、タイの
バンコクに10月15日に到着。11月19日、泰

たい

緬
めん

（タイとビルマ、現在のミャンマー）国境
を通過し、激戦のビルマ戦線へ
向かう。12月1日、144連隊本
部付き軍医として、12月19日、
ビルマのラングーン（現在のヤ
ンゴン）に到着し、昭和19年1
月30日から5月31日まで、「ハ
号」作戦の戦闘に従軍する。そ
の後、昭和20年8月13日まで、
盤及亮作戦（？）に参戦し、敗
戦に敗戦を重ね、多くの戦友を
失いながら敗走を続け、8月14
日に終戦を迎え、武装解除され
る。ベトナムのサイゴン（現在
のホーチミン）の捕虜収容所に
収容されていたが、昭和21年4

月29日、サイゴンの南の町サンジャクから
復員輸送船に乗り、帰国の途につく。5月8日、
広島県大竹市に到着し、九死に一生を得て、
祖国日本の土を踏むことができた。法律的に
は、5月9日、召集解除となって、復員完結
と記されているが、直ちに、高知市西町の両
親の元へ帰って来ている。

　私たち兄妹は、戦争中は母親と一緒に、越
知町の奥の五味という小さな部落に疎開して
いたが、終戦後すぐに、西町へ帰って来てい
た。父が復員時、軍隊の靴下に入れて持ち帰っ
た乾パンの中の金平糖が不思議なくらい甘く
ておいしかったことを鮮明に覚えている。父
は、帰国後すぐに、144連隊で親友だった、
三重県に住んでいた小谷啓介副官の母親へ当
てて、終戦直前のビルマでの戦闘で砲弾を浴
びて戦死した戦友の最期を、綿々と書いた手
紙が残っている。そして、父は帰国後、間も
ない7月1日に、まだ、体力も充分回復してい
ないと思われるころに、両親の2階建ての家
を少し改修して始めたのが、細木病院の前身
の細木診療所である。父は、昼夜を違わず診
療に励み、たくさんの外来患者の診察後も、
遅くまで何十件もの往診にも出掛けていた
と、その当時勤めていた看護師から聞いてい
る。父は、自転車に乗れなかったので、高知
市内の医師では最初に自動車を買って往診に
出掛けたようだ。ビルマ戦線の行軍で歩き過
ぎているから、車にしたと聞いたことがある。
開院したばかりの診療所の玄関には、一匹の
南洋の猿が飼われていたが、戦線で肩に乗せ
ていた猿が懐かしかったとも聞いている。こ
の猿は、高知動物園が高知城の下に開設され
た時に、当時の竹内園長先生に求められて手
放したらしい。私は手を噛まれて、憎かった
が…。ついでに、思い出したが、その頃には
高知動物園にはもう象がいた。小学生だった
私が、この象の背中に乗せてもらった思い出
がよみがえった。おそらく、当時の小学生で
は、最初だったのかなあと思う。

　もし、父が帰って来ていなければ、私は医
師になっていなかっただろうし、当然、細木
病院もない。人生の大部分は、大きな運命に
左右されて流れていると、つくづく思う。も
ちろん、わずかな努力は必要だけれども…。
皆様も、ぜひ、自身の両親や先祖の生い立ち、
若い時の記録を紐解き、こんなことがあんな
ことがあって今がある…と感じてほしいなあ
と思う。

時 事
エッセー 昭

細
木
病
院
グ
ル
ー
プ
の
ル
ー
ツ

細
木
病
院
グ
ル
ー
プ
の
ル
ー
ツ

細木病院グループは、高知県から、介護職員の育成や定着、利用者満足度の
向上に向けて積極的に取り組んでいる介護事業所として認証を受けています。

昭和54年当時の細木病院本館
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3
月
17
日
、
高
知
県
立
県

民
文
化
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

高
知
「
新
老
人
の
会
」・
四

国
連
合
と
高
知
新
聞
社
の
主

催
に
よ
る
「
健
康
と
医
療
を

考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が「
自

分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
高
知
「
新
老
人
の
会
」

は
、
平
成
29
年
に
1
0
5

歳
で
亡
く
な
ら
れ
た
日
野
原

重
明
先
生
が
生
前
提
唱
さ
れ

た
新
老
人
運
動
の
趣
旨
に
賛

同
す
る
方
々
の
集
ま
り
と
し

て
平
成
12
年
に
発
足
。
高
知

に
は
平
成
17
年
に
支
部
が
設

立
し
、
平
成
30
年
よ
り
高
知

「
新
老
人
の
会
」
と
し
て
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
細

木
秀
美
理
事
長
が
「
人
生

1
0
0
年
時
代
」
と
題
し

て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
、
医
療
法
人
大
和
会
の

福
田
善
晴
理
事
長
が
「
新
し

い
時
代
を
ど
う
生
き
る
か
」、

医
療
法
人
恕
泉
会
の
内
田
泰

史
理
事
長
が
「
認
知
症
は
予

防
で
き
る
、
治
せ
る
」
と
題

し
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

細
木
理
事
長
は
講
演
で
、

高
知
県
の
現
状
と
し
て
、
全

国
都
道
府
県
と
の
比
較
に
お

い
て
、
森
林
面
積
83
％
で
全

国
一
森
林
が
多
い
中
、
県
民

の
45
％
が
高
知
市
（
人
口

34
万
人
）
に
住
ん
で
い
て
、

65
歳
以
上
の
高
齢
化
率
は

32
・
9
％
で
全
国
2
位
で
あ

る
一
方
、
60
歳
未
満
の
す
べ

て
の
年
齢
層
で
全
国
よ
り
死

亡
率
が
高
く
な
っ
て
お
り
、

過
疎
高
齢
化
が
著
し
い
こ

と
。
ま
た
、
高
知
県
民
は
、

糖
尿
病
患
者
や

高
血
圧
患
者
が

多
く
、
肥
満
傾

向
が
高
い
状
態

で
あ
り
、
考
え

ら
れ
る
要
因
と

し
て
、
運
動
不

足
や
ア
ル
コ
ー

ル
摂
取
量
が
多

い
こ
と
、
喫
煙

率
が
高
く
、
健

診
受
診
率
が
低

い
こ
と
を
挙
げ

ら
れ
ま
し
た
。

人
生
1
0
0
年
時
代
を
見

据
え
て
、
健
康
で
生
き
生
き

と
し
た
生
活
を
過
ご
す
う
え

で
、
日
ご
ろ
の
生
活
習
慣
に

警
鐘
を
鳴
ら
す
内
容
で
し

た
。

　

3
月
4
日
、
細
木
病
院
と

細
木
ユ
ニ
テ
ィ
病
院
の
再
統

合
に
あ
た
っ
て
、
今
後
の
認

知
症
ケ
ア
の
充
実
を
図
る
た

め
に
、
高
知
大
学
医
学
部
神

経
精
神
科
教
室
教
授
の
數か
ず

井い

裕ひ
ろ

光あ
き

先
生
を
お
招
き
し
て
、

「
こ
れ
か
ら
の
認
知
症
ケ
ア

に
つ
い
て
」
と
題
し
、
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
數
井

先
生
は
、
鳥
取
大
学
医
学
部

を
卒
業
後
、
大
阪
大
学
医
学

部
神
経
精
神
科
に
入
局
さ

れ
、
兵
庫
医
科
大
学
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
、
兵
庫
県
立

高
齢
者
脳
機
能
研
究
セ
ン

タ
ー
、
大
阪
大
学
講
師
を
経

て
、
平
成
30
年
1
月
に
高
知

大
学
医
学
部
神
経
精
神
科
教

室
教
授
に
就
任
さ
れ
て
い
ま

す
。
経
歴
か
ら
も
分
か
る
と

お
り
、
認
知
症
臨
床
の
中
枢

を
担
っ
て
お
ら
れ
る
先
生
で

す
。
こ
の
先
生
が
高
知
に
赴

任
さ
れ
た
こ
と
は
、
今
後
の

高
知
県
に
お
け
る
認
知
症
治

療
に
多
大
な
力
に
な
る
と
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

講
演
の
内
容
は
、
高
齢
化

の
現
状
と
将

来
の
予
想
、

認
知
症
が
ご

く
あ
り
ふ
れ

た
病
気
に
な

る
と
い
う
こ

と
、
認
知
症

の
原
因
、
鑑

別
方
法
、
治

療
法
な
ど
を

分
か
り
や
す

く
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
以
下
の
こ
と

も
非
常
に
印
象
的
で
し
た
。

①
正
常
圧
水
頭
症
が
脳
外
科

的
治
療
に
よ
り
劇
的
に
改
善

さ
れ
る
動
画

②
早
期
診
断
、
早
期
治
療
を

始
め
る
こ
と
に
よ
り
、
認
知

症
の
進
行
を
遅
ら
せ
、
も
う

す
ぐ
出
現
す
る
で
あ
ろ
う
根

本
的
治
療
法
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
こ
と

③
認
知
症
に
伴
う
困
難
性
で

あ
る
行
動
・
心
理
症
状
（
Ｂ

Ｐ
Ｓ
Ｄ
）
に
対
し
て
、
數
井

先
生
が
生
活
で
の
解
決
策
の

統
合
化
を
目
指
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
て
全
国
的

に
展
開
し
て
い
る
「
認
知
症

ち
え
の
わ
ね
っ
と
」
の
紹
介

　

認
知
症
と
は
現
在
を
生
き

て
い
る
人
で
あ
り
、
一
部
の

不
調
が
あ
る
の
み
で
、
そ
の

他
は
ま
っ
た
く
問
題
が
な
い

こ
と
を
認
識
し
、
対
応
す
べ

き
で
あ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
最
後

に
、
認
知
症
に
な
っ
た
が
ゆ

え
に
花
開
い
て
い
る
画
家
の

紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。

（
こ
こ
ろ
の
セ
ン
タ
ー
長　

吉
岡
隆
興
）

こ
れ
か
ら
の
認
知
症
ケ
ア
に
つ
い
て
講
演
会
開
催

細木病院

仁生会

健
康
と
医
療
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 細
木
理
事
長
講
演
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患
者
さ
ん
が
糖
尿
病
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
、
病
気

と
う
ま
く
付
き
合
っ
て
い
く

に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を

共
に
考
え
よ
う
と
、
今
年
も

6
月
1
日
（
土
）
午
前
9
時

か
ら
正
午
ま
で
、
細
木
病
院

新
館
地
下
講
堂
に
お
い
て
、

糖
尿
病
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。

　

今
回
も
『
笑
い
』
を
テ
ー

マ
に
、
糖
尿
病
の
み
な
ら
ず

健
康
や
認
知
症
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま

す
。
楽
し
く
笑
っ
て
過
ご
す

こ
と
で
健
康
や
認
知
症
に
も

影
響
が
あ
る
の
か
な
ど
を
皆

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
た
い
と

思
い
ま
す
。
午
前
10
時
よ

り
「
糖
尿
病
と
認
知
症
」
に

つ
い
て
簡
単
に
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
後
、
土
佐
の

お
笑
い
話
芸
の
会
の
漫
談

師
、
間は

ざ
ま
む
く
ち

六
口
さ
ん
や
落
語
家

に
よ
る
「
大
笑
い
で
健
康
増

進
」
の
爆
笑
寄
席
を
お
送
り

し
ま
す
。
間
さ
ん
は
、
立
て

板
に
水
の
ご
と
く
喋
る
話
芸

で
、
県
内
外
で
幅
広
く
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
セ

ミ
ナ
ー
で
も
笑
い
の
絶
え
な

い
楽
し
い
お
話
を
披
露
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
回

も
笑
っ
て
健
康
に
な
る
秘
訣

を
、
ま
さ
に
爆
笑
し
な
が
ら

学
べ
る
楽
し
い
セ
ミ
ナ
ー
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

参
加
費
は
無
料
で
す
。
ま

た
、
今
回
も
高
知
家
健
康
パ

ス
ポ
ー
ト
の
対
象
事
業
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

（
内
科
長　

品
原
正
幸
）

　

時
間
が
経
つ
の
は
早
い
も

の
で
、
研
修
医
1
年
目
が
終

わ
り
2
年
目
に
入
り
ま
し

た
。
1
年
目
は
た
く
さ
ん
の

先
生
方
に
ご
迷
惑
を
か
け
な

が
ら
も
、
多
く
の
こ
と
を
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
お
か
げ
で
、
初
め
の
頃
は

右
も
左
も
分
か
ら
ず
困
惑
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
で
は
少
し
ず
つ
業
務
に
慣

れ
て
き
た
の
か
な
と
感
じ
て

い
ま
す
。
3
月
に
行
わ
れ
た

初
期
研
修
修
了
式
で
2
年
目

の
先
輩
方
が
卒
業
す
る
姿
を

見
て
、
も
う
1
年
で
初
期
研

修
が
修
了
し
て
し
ま
う
こ
と

を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
、
あ
と

1
年
を
有
意
義
に
過
ご
し
て

い
こ
う
と
強
く
思
い
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
迷

惑
を
か
け
る
と
思
い
ま
す

が
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

ほ
ん
の
少
し
前
に
「
じ
ん

せ
い
」
で
1
年
目
研
修
医
と

し
て
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
と
思
っ
た
の
で
す

が
、
1
年
経
つ
の
は
早
い
も

の
で
す
。
右
も
左
も
分
か
ら

な
い
状
態
か
ら
始
ま
っ
た
初

期
研
修
で
す
が
、
1
年
が
過

ぎ
た
今
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な

診
療
科
を
回
る
た
び
に
、
自

分
の
経
験
不
足
や
勉
強
不
足

を
思
い
知
ら
さ
れ
る
日
々
が

続
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中

で
も
、
指
導
医
や
上
級
医
の

先
生
方
を
は
じ
め
コ
メ
デ
ィ

カ
ル
の
皆
様
、
そ
し
て
何
よ

り
患
者
様
か
ら
少
し
ず
つ
で

あ
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
学
ぶ
こ
と
は
、
自
分
に

と
っ
て
大
き
な
や
り
が
い
で

あ
り
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
も

あ
り
ま
す
し
、
そ
う
し
て
身

に
付
け
た
経
験
や
知
識
を
こ

れ
か
ら
先
に
生
か
し
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

初
期
研
修
の
残
り
1
年
、

ま
だ
ま
だ
い
ろ
い
ろ
と
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
精
い
っ
ぱ
い
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
ど
う

か
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

初
期
研
修
医
1
年
目
は
、

本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

あ
っ
た
は
ず
な
の
で
す
が
、

い
ざ
思
い
出
そ
う
と
す
る
と

「
あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
」

と
い
う
感
想
が
最
初
に
で
て

き
ま
す
。
先
輩
や
指
導
医
の

先
生
方
、
看
護
師
さ
ん
、
検

査
技
師
さ
ん
、
薬
剤
師
さ
ん

を
は
じ
め
と
す
る
た
く
さ
ん

の
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
な
が
ら
も
、
優

し
く
丁
寧
に
指
導
し
て
い
た

だ
き
、
や
っ
と
少
し
は
業
務

を
覚
え
ら
れ
た
か
な
と
思
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
細
木

病
院
の
研
修
環
境
は
と
て
も

温
か
く
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

 

第 27 回 細木病院 

糖尿病セミナー 

   2019 年（令和元年） 6 月 1 日（土） 開催 
         会場：細木病院新館地下講堂 

【お問い合わせ先】細木病院 内科外来 ☎ 088-822-7211 

 

参加費無料 
お気軽に 
どうぞ 

《 プログラム 》 
9：00 開演 ～10：00 

身長・体重・血圧測定 

血糖測定（臨床検査技師） 

運動体験（理学療法士） 

栄養展示コーナー（管理栄養士） 

薬の服用相談（薬剤師） 

10：00～10：15 

講演『糖尿病と認知症』 

10：20～11：50 

爆笑寄席～土佐のお笑い話芸の会 

12：00 終演 

◆講演 『糖尿病と認知症』 
細木病院内科長 品原 正幸 

大笑いで健康増進
爆笑寄席 漫 談 師   間

はざま

 六口
む く ち

 

上方落語家  悠遊亭のん気 

江戸落語家  粋亭ほれ太 

セミナー参加者に 
緑シール 1 枚付与!! 

※ご来場に際しては、できるだけ公共交通機関
をご利用くださいますようご協力願います。 

糖尿病セミナーは 

高知家健康パスポート 

対象事業です！ 

に
挑
戦
さ
せ
て
い
た
だ
け

て
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
で

す
。
知
識
量
も
思
考
力
も
手

技
も
、
ま
だ
ま
だ
半
人
前
に

遠
く
お
よ
ば
な
い
状
態
で
す

が
、
1
年
前
の
自
分
と
比
べ

た
ら
、
で
き
る
こ
と
は
少
し

増
え
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
。

　

4
月
か
ら
は
早
く
も
後
輩

が
で
き
ま
し
た
。
後
輩
か
ら

見
て
頼
り
が
い
の
あ
る
先
輩

か
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

昨
年
度
の
自
分
に
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

て
、
気
を
引
き
締
め
て
励
も

う
と
思
い
ま
す
。

細木病院

初
期
臨
床
研
修 

初
年
度
を
振
り
返
っ
て

研修医  丸岡日向子

研修医  加藤亜里紗

研修医  長澤隆暁

第
27
回
糖
尿
病
セ
ミ
ナ
ー

6
月
1
日（
土
）開
催
の
お
知
ら
せ

細木病院
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4
月
19
日
に
高
知
市
十
津

に
あ
る
地
域
交
流
サ
ロ
ン

ほ
っ
と
館
で
い
き
い
き
百
歳

体
操
に
参
加
さ
れ
て
い
る
70

歳
代
を
中
心
と
し
た
12
名
の

方
々
に
、
細
木
病
院
ま
っ
こ

と
出
前
講
座
「
体
力
測
定
と

個
別
指
導
」
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
講
師
は
訪
問
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
橋
田
寿
恵

在
宅
部
係
長
と
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
課
の
葛
岡
有
功

課
長
補
佐
で
、
握
力
や
片
足

バ
ラ
ン
ス
、
歩
行
速
度
な
ど

と
い
っ
た
体
力
測
定
を
行
っ

た
後
、
参
加
者
の
年
齢
に
応

じ
て
、
全
国
平
均
値
と
比
較

し
な
が
ら
、
普
段
の
生
活

習
慣
を

お
聞
き

し
、
今

後
気
を

つ
け
て

い
た
だ

き
た
い

こ
と
や
取
り
入
れ
て
い
た
だ

き
た
い
運
動
な
ど
と
い
っ
た

個
別
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
講
座
を
受

け
て
よ
か
っ
た
」、「
今
ま
で

こ
の
よ
う
な
機
会
が
な
か
っ

た
の
で
自
分
を
知
る
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
」、「
今
後

も
定
期
的
に
こ
の
よ
う
な
講

座
を
受
け
た
い
」
な
ど
と

い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
加
者
の
皆
様
の
充

実
し
た
表
情
を
見
て
、
地
域

で
の
活
動
の
重
要
性
を
改
め

て
認
識
し
、
大
変
有
意
義
な

時
間
と
な
り
ま
し
た
。

（
在
宅
部
教
育
係
長

　

井
上
加
奈
子
） 　

3
月
12
日
～
14
日
に
高
知

市
文
化
プ
ラ
ザ
か
る
ぽ
ー
と

に
お
い
て
、
第
9
回
Ｄ
Ａ
Ｙ

展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
Ｄ

Ａ
Ｙ
展
と
は
、
高
知
県
精
神

科
デ
イ
ケ
ア
連
絡
会
の
主
催

で
、
デ
イ
ケ
ア
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
を
対
象
に
日
頃
取

り
組
ん
で
い
る
芸
術
・
文
化

活
動
の
発
表
を
通
し
て
、
自

己
表
現
や
文
化
交
流
お
よ
び

社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。精
神
科
デ
イ
ケ
ア「
フ

レ
ン
ズ
」
の
利
用
者
さ
ん
も

こ
の
展
覧
会
に
出
展
す
る
こ

と
を
目
標
に
し
、
大
き
な
会

場
に
自
分
の
作
品
が
飾
ら
れ

る
こ
と
を
楽
し
み
に
創
作
活

動
に
邁
進
し
て
き
ま
し
た
。

会
場
の
広
い
壁
に
並
ん
だ
大

作
は
個
性
や
力
強
さ

が
あ
り
、
準
グ
ラ
ン
プ

リ
1
点
と
佳
作
4
点

を
受
賞
す
る
な
ど
、
見

る
人
の
目
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
3
月
26
日
～

31
日
に
高
知
県
立
美

術
館
に
お
い
て
開
催

さ
れ
た
『
桜
雲
書
道
会

百
人
展
』
に
「
デ
イ
ケ
ア
フ

レ
ン
ズ
書
道
部
」
が
出
展
し

ま
し
た
。
書
道
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
毎
週
水
曜
日
に
実
施
し
て

お
り
、
桜
雲
書
道
会
に
所
属

し
て
い
る
講
師
か
ら
指
導
を

受
け
て
、
毛
筆
や
ペ
ン
字
な

ど
課
題
を
こ
な
し
な
が
ら
練

習
を
続
け
て
い
ま
す
。
利
用

者
さ
ん
の
中
に
は
有
段
者
や

師
範
を
取
得
し
た
方
も
い
ま

す
。

　

作
品
は
、
現
在
、
北
館
1

階
の
外
来
と
廊
下
に
展
示
し

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

（
認
定
心
理
士　

黒
岩
恵
子
）

在宅ネットワーク

通　信

在宅ネットワーク

通　信
まっことネット細木 まっことネット細木 ≪6月の予定≫

高知市上町5丁目4-1ピュアリフレビル1階
☎090-7788-1305

月～金（祝日休み）午前9時～午後4時
♠介護相談（相談無料）
　月～金（祝日休み）午前9時～午後4時
♣まっこと講座「椅子に座ってできる簡単ヨガ」
　12日（水）、26日（水）午後3時～3時30分
♣防災教室「緊急地震速報を聞いた時の対応行動」
　21日（金）午後3時～3時30分
♣生け花教室
　7日（金）午後3時～3時30分
♣マインドフルネス
　11日（火）午後3時～3時30分
♣生きがい交流広場
　15日（土）午後12時～1時
◆子育て広場「つみき」
　4日（火）午前10時～12時
◆いきいき百歳体操
　毎週月と木（祝日休み）午前10時～11時

♥参加費は無料です♥詳しくはホームページでご確認を♥

◆
病
院
か
ら

　
　
　地
域
へ
出
向
く

細木病院在宅部は、高知県南海トラフ地震対策優良取組事業所の
５つ星認定（最高評価）を受けています。

ハロー★フレンズハロー★フレンズ
細木病院こころのセンター
精神科デイケア･フレンズ通信
細木病院こころのセンター
精神科デイケア･フレンズ通信

DAY展＆書道展に出展DAY展＆書道展に出展

ＤＡＹ展作品

準グランプリ「たのしいさんかんび」

書道展作品「魚 ッ々！（ギョギョッ）」、書き初めなど
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2
月
22
日
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
ひ
だ
か
の
里
め
だ
か

ホ
ー
ル
で
、
第
77
回
運
営
推

進
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
そ

の
中
で
「
ト
リ
ア
ー
ジ
・
災

害
研
修
会
」を
行
い
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
入
所
者

さ
ん
と
そ
の
家
族
、
行
政
の

方
、
地
区
長
さ
ん
や
地
域
の

方
々
、
職
員
の
総
勢
49
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

日
高
村
消
防
隊
員
か
ら
、

「
ト
リ
ア
ー
ジ
っ
て
何
だ
ろ

う
？
」「
ト
リ
ア
ー
ジ
っ
て

な
ぜ
必
要
な
ん
だ
ろ
う
？
」

と
の
基
本
的
な
内
容
に
つ
い

て
、
実
際
に
ト
リ
ア
ー
ジ
・

タ
ッ
グ
を
手
に

取
っ
て
、
分
か

り
や
す
く
教
え

て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ト
リ
ア
ー
ジ

と
は
、
災
害
な

ど
で
多
数
の
負
傷
者
が
出
た

場
合
に
、
患
者
の
重
症
度
に

基
づ
い
て
、
治
療
の
優
先
順

位
を
判
定
（
緑
・
黄
・
赤
・

黒
の
4
区
分
）す
る
こ
と
で
、

限
ら
れ
た
医
療
資
源
（
医

師
、
看
護
師
な
ど
の
数
、
医

薬
品
な
ど
の
量
）
を
効
果
的

に
使
用
し
て
、
早
期
に
治
療

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重

症
患
者
を
発
見
し
、
早
期
に

適
切
な
治
療
を
受
け
さ
せ
る

こ
と
で
よ
り
多
く
の
人
命
を

救
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。災
害
発
生
現
場
で
は
、

ト
リ
ア
ー
ジ
に
つ
い
て
の
豊

富
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん

だ
医
師
や
看
護
師
、
救
急
隊

員
な
ど
が
ト
リ
ア
ー
ジ
を
実

施
し
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
だ
か

の
里
は
、
日
高
村
で
唯
一
の

診
療
所
で
あ
る
日
高
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
グ
ル
ー
プ
施
設
で

あ
り
、
日
高
村
の
福
祉
避
難

所
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
福
祉
避
難
所
は
、
地
震

や
風
水
害
な
ど
の
災
害
が
発

生
し
、
避
難
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
場
合
、
要
配
慮

者
（
一
般
の
避
難
所
で
の
生

活
が
困
難
な
高
齢
者
や
障
害

者
、
乳
幼
児
そ
の
他
の
特
に

配
慮
を
要
す
る
方
）
が
支
障

な
く
避
難
生
活
を
送
る
と
と

も
に
、
で
き
る
限
り
早
期
に

退
所
し
、
よ
り
よ
い
環
境
に

移
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
が
起
こ
っ
た

際
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
に
大
き
な
力
と
な
る

の
が
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
日
ご
ろ

か
ら
の
地
域
の
つ
な
が
り
が

災
害
時
に
役
立
ち
ま
す
。

　

今
後
も
、
運
営
推
進
委
員

会
を
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
だ
け

で
な
く
、
地
域
に
開
か
れ
た

勉
強
の
場
と
す
る
こ
と
で
、

地
域
貢
献
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
・

療
育
手
帳
・
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
を
お

持
ち
の
方
で
、
旅
行
等

お
出
か
け
の
計
画
を
立

て
て
い
る
方
に
朗
報
で

す
！　

今
年
の
1
月
16

日
か
ら
、
航
空
旅
客
運

賃
の
割
引
が
始
ま
り
ま

し
た
。
ま
た
、
高
知
市

営
駐
車
場
の
駐
車
料
金

減
免
制
度
も
拡
充
さ
れ

ま
し
た
。

（
細
木
病
院
こ
こ
ろ
の

セ
ン
タ
ー
患
者
サ
ポ

ー
ト
室  

西
森
侑
代
）

地
域
と
共
に
ト
リ
ア
ー
ジ・災
害
研
修
会
開
催

日高クリニック

ご存じですか！？ ソーシャルワーカー
からのミニ情報
ソーシャルワーカー
からのミニ情報

身体障害者手帳・療育手帳・
精神障害者保健福祉手帳
の割引拡充について

日高クリニック

〒781-2153 高岡郡日高村本郷滝ノ前7

月

松 本

火

松 本

木

松 本

金

松 本

土

松 本
（午後も診察あり）
北 岡
9：00～12：00
（隔週）

水

休診

日高クリニックのホームページ
https://hidakaclinic.jinseikai.kochi.jp/

院長　松本和博（日本小児科学会小児科専門医）
☎0889-24-7785㈹

外来担当

小 児 科
内 科

整形外科対象 内容 手続き

航空旅客運賃

・満12歳以上
・顔写真付の手
帳をお持ちの
方

※1名まで介護
者も対象で
す。

・各航空運送事
業者がそれぞ
れ設定

※路線によって
異なりますの
で、直接お問
い合わせくだ
さい。

・航空券販売窓
口に手帳を
提示

※搭乗日当日が
有効期限内
であるもの
に限ります。

高知市営駐車場

・運転手もしく
は同乗者が手
帳を持ってい
る方

※高知市以外の
居住者の方も
減免対象にな
りました！

・最初の1時間
までの駐車料
金が全額免除

・駐車場料金所
で精算時に手
帳を提示
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